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初夏の風に肌も汗ばむ頃、プール開きの季節となりました。校庭では、休み時間汗びっし

ょりになって元気に遊ぶ子供たちの姿が見られます。その汗をそのままにして、肌のかゆみ

を訴える児童も増えてきました。保健室では、冷却して様子をみることもありますが、大切

なことは汗をすぐに拭くこと。お家でハンカチとは別に汗ふきタオルの用意もお願いいたし

ます。またプールが始まりましたので、朝の健康観察を十分に行っていただき、体調不良が

ある場合は無理してプールに参加しないように確認をお願いいたします。 

先月(５月)の感染症状況・・水痘７名、アデノウィルス２名、流行性耳下腺炎１名 

定期健康診断の記録を配布します。返却の必要はありません。入学式に配布している健康

手帳などに転記し、成長の記録として残していただけると良いと思います。 

・各検診で異常がなかった場合は、お知らせを渡していませんのでこの記録用紙で確認して

ください。 

・今年度から座高検査が検診項目から削除されたため、測定しておりません。空欄になって

いますが、入力漏れではありませんのでご了承ください。 

保護者の皆様ご協力ありがとうご

ざいました。 

歯科健診の時にむし歯がなく、(治療済みもＯＫです)、歯周病などの病気もなかった人

によい歯のバッジを渡します。 

※今回、歯列などでお知らせを配布した児童も多くいます。歯列で経過観察中であり、近

日中に受診の予定がない場合は、保護者の方がその旨を記入し、提出いただいても構いま

せん。 

★今回バッジをもらえなかった子も治療が終了し、お知らせの紙を提出した時点で渡します。 

歯科校医の相田先生と歯科衛生士さ

んに来校いただき、歯の染め出しの判

定と歯の磨き方を教えてもらいまし

た。 

磨けていると

思っていたの

に・・。 

順番を決めて

磨くと、磨き残

しがなくなる

よ！ 

現在、むし歯のある子が減っている一方で、歯列や噛み合わせが良くない子が増えてい

ます。田柄小でも歯列や噛み合わせで、お知らせを配布した児童が４８人いました。 

 

★噛み合わせが良くない子が増えている要因は？ (歯科校医の相田先生に伺いました。) 

「あごの筋肉が発達しておらず、あごが小さいため、歯が全部生えそろうことができな

い。」 

★あごの筋肉の発達が遅れている要因は？ 

「よく噛まない食事が増えていること。おやつはスナック菓子が多く、食事はハンバー

グやオムライスなど洋食が中心だとどうしても噛む回数が少なくなってしまう。」 

★噛み合わせが悪いとどうしてよくないの？ 

「あごの骨がズレて、からだのバランスが悪くなる。詳しくは裏面をご覧ください。」 

★今からでも間に合うの？ 

「小学生は体と同じようにあごの成長も著しい時期。あごの筋肉を鍛えれば、十分発達す

ることができる。」 

あごが小さいと歯列が悪くなる？！ 

小さい歯ブラシで磨くと、

隙間の汚れも取れること

が分かりました。 


